
ユニーではお客様のご協力を得て、
ごみを資源として再生するためのシステム作りを始めています。
店舗から出る「ごみ」を21種類に分別して計量する
実態調査を実施しており、この結果に基づいて減量化、
リサイクル化に取り組んでいます。

ユニーの包装紙・袋に他の古紙とともに

再生しています。

アルミの製造には膨大な電気を必要とし

ますが、アルミ缶の再利用によってエネ

ルギーが節約できます。
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2.ダンボール �
47%

3.紙（再生可）�
1%

4.一般可燃ゴミ�
12%

5.生ゴミ�
21%

6.魚のアラ�
6%

 7.天かす 1%

 8.プラスチック類 0%

10.PPバンド 0%

11.陶器、ガラス類 0%

12.空ビン 1%

13.空カン 1%

 1.発泡スチロール 2%

他 5%

 9.ビニール（衣住）1%

14.ペットボトル 0%

15.金属かす（小） 0%

16.金属かす（大） 0%

17.廃家電 0%

18.廃油 0%

19.粗大ゴミ 0%

20.産業廃棄物 0%

21.ビニール類�
（食） 4%

■ユニー全店からでる「ごみ」の内訳�（小数点以下四捨五入）�

■容器包装リサイクル法に基づく委託金

2000年度、容器包装リサイクル法に基づき、財団法人容
器包装リサイクル協会への委託料金（2000年度に集計し
た2001年度分）を下表の通り支払いました。「マイバッグ
キャンペーン」「簡易包装」などを推進し、包装材使用量
削減に取り組んでいます。また、包装材に識別マークを
表示しています。

2001年度 1億2,100万円 2000年度 7,100万円
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仕入れ時に発生する段ボールや

発泡スチロールなどの「ごみ」

削減のため、通い箱（オ

リコン）を使用

しています。

鮮魚の運搬や家電製品の梱包に使われて

いる発泡スチロールは減容器でプラスチ

ックチップとして再資源にしています。

生鮮食品などに使われる発泡スチロール

トレイは工場でフラワーポットやベンチ

の原料に再生しています。

食品の切りくずや食べ残しをたい肥に

して減量再利用に取り組んでいます。

平成13年4月1日から、エアコン、冷蔵庫、

洗濯機、テレビの4品目をお客様からお預

かりしてリサイクル工場へ運んでいます。

※平成12年は、市町村による回収が始まったため、
ユニーによる自主回収分は減少しました。
※カラートレイも回収しています。


